
土日祝日も平日料金で営業！   
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『節分』『立春』 暗い冬を終え、少しでも明るい春が来るように。 

鬼は外～ 福は内～ 

 

訪問看護ステーション スマイル 

（052）680-9761 （052）680-9762 

http://houmonsmile758.web.fc2.com/ 

「気管切開」 「人工呼吸器装着」 「吸引」 「入浴介助」  

「健康管理」 「服薬管理」 「腹膜透析」
 

ぜひご連絡ください！ 

R2年 4月号と 10月号で登場の Kちゃん（小学 3年生・女児）。精神的な障害があり、嫌なことや何かのスト

レスをきっかけに癇癪（かんしゃく）を起こし、叫びながら暴れてしまいます。嫌いな教科やテストがあった

りすると登校拒否も。学校やお友達、私達など他人の前では癇癪を起こさないのですが、お母様とのやり取り

がしばしば癇癪の引き金に。そのため夜は癇癪を起こし入浴がほとんどできないことで R1 年 12 月より訪問

（入浴介助）が開始されました。入浴介助は無事に受け入れられ、私達との信頼関係も良好。 

その後調子の悪い時期にはひどい癇癪が続きしばらく入院。退院後はお母様とのバランスを保つために短い 

入院を定期的に繰り返しています。色々ありながらも 1年が経とうとする昨年 11月下旬ごろ、Kちゃんが 

入浴介助を拒むようになりました。訪問自体は嬉しそうに笑顔で歓迎してくれるのですが、お友達と遊んでい

る時間帯のため「お風呂は夜自分で入るからイヤだ！まだ遊びたい！」と強く拒否。私達もしばらく待ってい

たりするのですが、何とか入浴してもらおうと誘導を・・・ 

お母様は約束されている訪問時間を守れない K ちゃんを厳しく注意。ある日お母様から叱られた K ちゃんの

気持ちが爆発し、訪問時に癇癪が起きてしまいました。癇癪が起きないよう努めていながら、自分たちの訪問

が引き金になっていては本末転倒。Kちゃんの立場で考えてみれば、夕方お友達と遊んでいる最中に、訪問だ

からといってお風呂に入らされたらイヤに決まっている。お風呂は夜に入るのが普通。もう言葉で誘導できる

ほど子供ではない。入浴介助というケアにとらわれて Kちゃんの気持ちを尊重できていなかった、と反省しま

した。お母様とも話し合い、これからは訪問時の入浴をきっぱりやめ、Kちゃんの生活リズムを優先すること

に。Kちゃんにも「これからは訪問の時にお風呂はやめるね。もう Kちゃん自分で入れるもんね。」と伝える

と「うん！」と笑顔。「入浴介助が無くても訪問は来てほしいです。看護師さんが入ってくれると気持ちがリセ

ットされて癇癪が起きにくい気がします。」とお母様からご要望があり、主治医からの指示もあり訪問は継続。

その後はお話ししたり Kちゃんがやっていることを一緒にやったり、時間を共有するようにしています。 

さりげなく入浴状況をうかがうと「（お風呂に）入ってるよ。」と Kちゃん。お母様も「ちゃんと一人で入って

ます。」と。さらに登校もすんなりできているようで「学校楽しかった (^^)/ 」と元気に話してくれます。 

「最近すごく調子がいいです。この間なんてお風呂の掃除までしてくれて。」とお母様。 

1年前を振り返るとその差に驚きます。これが子供の『成長』というものなのかな・・・？ 

これからも Kちゃんを尊重しながら見守りたいと思っています。(^^) 
 


